
四
十
三

う
な
ぎ
養
殖
業

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
供
用
す
る
養
殖
池
に
放
養

す
る
に
ほ
ん
う
な
ぎ
の
共
済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
合
計
数
量

が
七
万
五
千
尾
未
満
の
も
の

百
分
の
七
十
五

四
分
の
一

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
供
用
す
る
養
殖
池
に
放
養

す
る
に
ほ
ん
う
な
ぎ
の
共
済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
合
計
数
量

が
七
万
五
千
尾
以
上
十
五
万
尾
未
満
の
も
の

百
分
の
六
十
五

六
分
の
一

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
供
用
す
る
養
殖
池
に
放
養

す
る
に
ほ
ん
う
な
ぎ
の
共
済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
合
計
数
量

が
十
五
万
尾
以
上
の
も
の

百
分
の
六
十

八
分
の
一

別
表
中
第
四
十
号
を
第
四
十
一
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

小
割
り
式
一
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
供
用
す
る
網
い
け
す
の
共

済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
最
高
の
台
数
が
八
台
未
満
の
も
の

百
分
の
七
十
五

四
分
の
一

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
供
用
す
る
網
い
け
す
の
共

済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
最
高
の
台
数
が
八
台
以
上
十
三
台
未

満
の
も
の

百
分
の
六
十
五

六
分
の
一

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
供
用
す
る
網
い
け
す
の
共

済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
最
高
の
台
数
が
十
三
台
以
上
の
も
の

百
分
の
六
十

八
分
の
一

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

三

う
な
ぎ
養
殖
業
に
属
す
る
養
殖
業
に
係
る
養
殖
共
済
の
共
済
契
約
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
共
済
契
約
者
の
営
む

当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
に
つ
き
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
養
殖
業
の
区
分
ご
と
に
、
当
該
養
殖
業
に
供

用
す
る
養
殖
池
に
放
養
す
る
に
ほ
ん
う
な
ぎ
の
共
済
責
任
期
間
中
に
お
け
る
合
計
数
量
が
三
十
万
尾
（
当
該
共
済

契
約
者
が
漁
業
協
同
組
合
又
は
漁
業
生
産
組
合
で
あ
る
場
合
に
は
、
百
五
十
万
尾
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
養
殖
共
済
の
共
済
契
約
者
」
を
「
養
殖
共
済
（
次
号
に
規
定
す
る
養
殖
共
済
を
除

く
。）の
共
済
契
約
者
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

う
な
ぎ
養
殖
業
に
属
す
る
養
殖
業
に
係
る
養
殖
共
済
の
共
済
契
約
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
共
済
契
約
者
が
、
共

済
契
約
ご
と
に
、
当
該
共
済
契
約
に
お
い
て
、
共
済
金
額
の
共
済
価
額
に
対
す
る
割
合
と
し
て
百
分
の
三
十
を
下

ら
な
い
割
合
を
定
め
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
第
三
号
並
び
に
前
項
第
三
号
」
を
「
第
四
号
並
び
に
前
項
第
四
号
」に
、「
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
十
一
号

中
「
及
び
第
四
十
一
号

」
を
「
、
第
四
十
一
号

及
び
第
四
十
二
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
及
び
第
四
十
一
号

」
を
「
、
第
四
十
一
号

及
び
第
四
十
二
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
及
び
第
四
十
一
号

」
を
「
、
第
四
十
一
号

及
び
第
四
十
二
号

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
五
十
三
号
と
し
、
同
表
第
五
十
号

中

「
第
四
十
二
号

」
を
「
第
四
十
四
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四
十
二
号

、
第
四
十
三
号

、
第
四
十
四
号

、
第
四
十
六
号

及
び
第
四
十
七
号

」
を
「
第
四
十
四
号

、
第
四
十
五
号

、
第
四
十
六
号

、
第
四
十
八
号

及
び
第
四
十
九
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四
十
二
号

、
第
四
十
三
号

、
第
四
十
四
号

、
第
四
十
六
号

及
び
第
四
十
七
号

」
を
「
第
四
十
四
号

、
第
四
十
五
号

、
第
四
十
六
号

、
第
四
十
八
号

及
び
第
四
十
九

号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四
十
二
号

、
第
四
十
三
号

、
第
四
十
四
号

、
第
四
十
六
号

及
び
第
四
十
七

号

」
を
「
第
四
十
四
号

、
第
四
十
五
号

、
第
四
十
六
号

、
第
四
十
八
号

及
び
第
四
十
九
号

」
に
改
め
、

同
号
を
同
表
第
五
十
二
号
と
し
、
同
表
第
四
十
九
号

中
「
第
四
十
四
号

」
を
「
第
四
十
六
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四
十
四
号

」
を
「
第
四
十
六
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四
十
四
号

」
を
「
第
四
十
六
号

」
に

改
め
、
同
号
を
同
表
第
五
十
一
号
と
し
、
同
表
第
四
十
八
号

中
「
第
四
十
二
号

」
を
「
第
四
十
四
号

」に
改
め
、

同
号

中
「
第
四
十
二
号

、
第
四
十
三
号

、
第
四
十
四
号

、
第
四
十
六
号

及
び
第
四
十
七
号

」
を
「
第
四

十
四
号

、
第
四
十
五
号

、
第
四
十
六
号

、
第
四
十
八
号

及
び
第
四
十
九
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四

十
二
号

、
第
四
十
三
号

、
第
四
十
四
号

、
第
四
十
六
号

及
び
第
四
十
七
号

」
を
「
第
四
十
四
号

、
第
四

十
五
号

、
第
四
十
六
号

、
第
四
十
八
号

及
び
第
四
十
九
号

」
に
改
め
、
同
号

中
「
第
四
十
二
号

、
第
四

十
三
号

、
第
四
十
四
号

、
第
四
十
六
号

及
び
第
四
十
七
号

」
を
「
第
四
十
四
号

、
第
四
十
五
号

、
第
四

十
六
号

、
第
四
十
八
号

及
び
第
四
十
九
号

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
五
十
号
と
し
、
同
表
中
第
四
十
七
号
を

第
四
十
九
号
と
し
、
第
四
十
二
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、第
四
十
一
号
を
第
四
十
二
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
九
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
二
百
七
十
六
号

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
三
条
の
三
（
同
法
第
七
十
五
条
の
八
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
款

届
出
等
（
第
九
十
八
条

第
百
二
条
）」を
「
第
二
款

予
備
自
衛
官
で
あ
る
者
の
使
用
者
に
対

第
三
款

届
出
等
（
第
九
十
八
条

第
百
二
条
）

す
る
給
付
金
（
第
九
十
七
条
の
二

第
九
十
七
条
の
六
）」に
、「
第
二
款

届
出
等
（
第
百
二
条
の
七
）」を
「
第
二
款

第
三
款

即
応
予
備
自
衛
官
で
あ
る
者
の
使
用
者
に
対
す
る
給
付
金
（
第
百
二
条
の
七
）

届
出
等
（
第
百
二
条
の
八
）

」に
、「
第
百
二
条
の
八

第
百
二
条
の
十

二
」
を
「
第
百
二
条
の
九

第
百
二
条
の
十
三
」
に
、「
第
百
二
条
の
十
三
」
を
「
第
百
二
条
の
十
四
」
に
改
め
る
。

第
五
章
第
六
節
中
第
二
款
を
第
三
款
と
し
、
第
一
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
二
款

予
備
自
衛
官
で
あ
る
者
の
使
用
者
に
対
す
る
給
付
金

（
予
備
自
衛
官
で
あ
る
者
の
使
用
者
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
九
十
七
条
の
二

法
第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
防

衛
省
令
で
定
め
る
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
す
る
。

（
予
備
自
衛
官
で
あ
る
者
の
使
用
者
に
対
す
る
給
付
金
の
日
額
）

第
九
十
七
条
の
三

法
第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
三
万
四
千
円
と
す
る
。

（
法
第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
）

第
九
十
七
条
の
四

法
第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
九
十
日
間
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
の
日
で
あ
る
養
殖
共
済
に
係
る
共
済
契
約
に
係
る
再

共
済
契
約
及
び
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

農
林
水
産
大
臣

藤

健

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉
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